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実験の概要(*3)： 

 通常の純鉄では磁場の印加によって，ランダムであった磁気モーメントが磁場方向に回転し，1T 程

度の磁場印加によって試料内のすべての磁気モーメントが磁場方向に揃うことで磁化が飽和する．中

性子小角散乱においては，この磁気モーメントの不均一性が観察されるため，磁場の印加に伴って磁

気散乱は次第に弱くなり，1T 以上の磁場印加で飽和する挙動が観察される．近年 High-pressure 
torsion (HPT)加工は、結晶粒を超微細化できる強加工法として構造材料分野等で注目を集めている。

これまで我々は、強加工された純鉄(HPT-Fe)の中性子小角散乱(SANS)測定において、1 T の磁場を印

加した状態であっても，強い磁気散乱が観察され，磁気散乱の消失には６〜８T の非常に強い磁場を

有することを明らかにした．これは，強加工を施すことによって，純鉄の飽和磁場が向上できること

を示しており，磁石の磁気異方性エネルギーの合金元素に依らない新たな制御手法と成り得る重要な

現象である． 
 HPT 加工では，強加工による結晶粒微細化や高密度の転位の導入などの顕著な格子欠陥量の増大が

生じており，純鉄の飽和磁場向上の発現に大きな役割を果たしていると考えられる．本実験では，飽

和磁場向上に寄与する組織因子を調査するために，HPT 加工を施した後に，種々の温度で熱処理を施

した試料の中性子小角散乱を測定を行った． 
 結晶粒サイズに殆ど影響を与えずに，転位密度のみを低減させることが出来る 200℃熱処理材では，

飽和磁場に若干の向上は認められるものの，大きな変化が見られないことから転位の寄与は小さいこ

とが分かった．熱処理温度を上げて，結晶粒径を大きくした 400℃熱処理材においては，飽和磁場が，

４T 程度に低下していることが分かった．従って結晶粒径が飽和磁場向上に寄与していると考えられ

る．今後の解析によって，詳細な磁化挙動を明らかに出来ると考えられる． 
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